
　
2027年３月期  第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結）

2026年11月13日

上場会社名 日工株式会社 上場取引所  東

コード番号 6306 URL  https://www.nikko-net.co.jp/

代表者 （役職名）取締役社長 （氏名）中山　知巳

問合せ先責任者 （役職名）常務取締役管理本部長 （氏名）川上　晃一 ＴＥＬ  078-947-3131（代表）

半期報告書提出予定日 2026年11月13日 配当支払開始予定日 2026年12月７日

決算補足説明資料作成の有無： 有

決算説明会開催の有無      ： 有（機関投資家・アナリスト・新聞記者向け）

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 25,759 22.0 1,453 89.1 1,636 79.7 1,014 46.0

2026年３月期中間期 21,116 △6.7 768 △40.0 910 △38.0 694 △21.2

（注）包括利益 2027年３月期中間期 1,526百万円（△2.5％） 2026年３月期中間期 1,564百万円（89.5％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 26.30 －

2026年３月期中間期 18.04 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期中間期 67,125 38,036 56.6 985.34

2026年３月期 64,443 37,409 58.0 970.51

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 38,021百万円 2026年３月期 37,398百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 17.00 － 23.00 40.00

2027年３月期 － 21.00

2027年３月期（予想） － 23.00 44.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 11.4 3,800 22.6 3,830 11.8 2,650 4.5 68.79

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 40,000,000株 2026年３月期 40,000,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 1,412,526株 2026年３月期 1,464,826株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 38,555,807株 2026年３月期中間期 38,507,191株

  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法及び決算説明会の開催日）

決算補足資料は2026年11月13日（金）に当社ホームページに掲載いたします。

当社は、2026年12月４日（金）に機関投資家・アナリスト・新聞記者向け説明会（ライブ配信）を開催する予定で

す。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における世界経済は、全体として緩やかな成長を続けているものの、米国の通商政策や中国

経済の回復の遅れに加え、ウクライナ情勢の長期化や中東情勢の緊迫化など、地政学リスクの継続により、先行き

不透明な状況が続きました。

　国内経済は、企業収益の改善や設備投資の持ち直しに加え、雇用・所得環境の改善等を背景に、全体として緩や

かな回復基調で推移しました。一方で、エネルギー・資材価格の高止まりや人件費の上昇、労働力不足の継続に加

え、為替相場や金融資本市場の変動等、事業環境には依然として不確実性が残りました。

　このような状況下、主力のアスファルトプラント関連事業、コンクリートプラント関連事業においては、メンテ

ナンスサービスを中心に引き続き堅調に推移しました。アスファルトプラント関連事業では、老朽設備の更新や省

エネルギー化、環境負荷低減に対する需要を背景に、設備更新案件の売上計上が進みました。また、コンクリート

プラント関連事業においても、生コンクリート価格の上昇を背景に、顧客の設備投資意欲が引き続き底堅く、プラ

ントの更新需要等を中心に堅調に推移しました。加えて、環境及び搬送関連事業における案件の進捗等も寄与し、

当中間連結会計期間の売上高は257億59百万円（前年同期比22.0％増）となりました。

　損益面では、売上高の増加等により、連結営業利益は14億53百万円（前年同期比89.1％増）となりました。ま

た、連結経常利益は16億36百万円（前年同期比79.7％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は10億14百万円（前

年同期比46.0％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

＜アスファルトプラント関連事業＞

　国内の製品、メンテナンス事業及び海外の売上高は前年同期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前

年同期比18.3％増の92億22百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高、受注残高は前年同期比増加

しました。

＜コンクリートプラント関連事業＞

　国内の製品及びメンテナンス事業の売上高は前年同期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同期

比27.3％増の90億24百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高、受注残高は前年同期比増加しまし

た。

＜環境及び搬送関連事業＞

　環境製品及び搬送製品の売上高は前年同期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同期比20.8％増

の21億16百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高、受注残高は前年同期比増加しました。

＜破砕機関連事業＞

　破砕機製品の売上高は前年同期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同期比64.9％増の９億12百

万円となりました。当中間連結会計期間における受注高は前年同期比増加、受注残高は前年同期比減少しました。

＜製造請負関連事業＞

　製造請負製品の売上高は前年同期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同期比0.8％増の17億28

百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高は前年同期比増加、受注残高は前年同期比減少しまし

た。

＜その他＞

　土農工具及び仮設機材の売上高は前年同期比増加しました。この結果、当事業の売上高は、前年同期比24.5％増

の27億54百万円となりました。当中間連結会計期間における受注高、受注残高は前年同期比増加しました。

（２）財政状態に関する説明

　当中間連結会計期間末の総資産は671億25百万円となり、前連結会計年度末と比較して26億81百万円の増加とな

りました。

　流動資産は、408億74百万円となり、前連結会計年度末と比較して19億46百万円増加いたしました。主な要因

は、現金及び預金の31億４百万円、仕掛品の16億15百万円、原材料及び貯蔵品の３億72百万円それぞれ増加、売掛

金の15億69百万円、商品及び製品の７億11百万円、電子記録債権の４億29百万円それぞれ減少したこと等によるも

のです。固定資産は、262億50百万円となり、前連結会計年度末と比較して７億34百万円増加いたしました。主な

要因は、投資有価証券の５億19百万円、建物及び構築物の３億88百万円それぞれ増加、建設仮勘定の２億67百万

円、無形固定資産の85百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

　負債は、290億88百万円となり、前連結会計年度末と比較して20億54百万円増加いたしました。主な要因は、契

約負債の29億96百万円、短期借入金の２億68百万円、繰延税金負債の２億16百万円それぞれ増加、未払金の４億17

百万円、未払法人税等の２億63百万円、長期借入金の２億59百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

　純資産は、380億36百万円となり、前連結会計年度末と比較して６億26百万円増加いたしました。主な要因は、
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その他有価証券評価差額金の３億92百万円、利益剰余金の１億29百万円それぞれ増加、繰延ヘッジ損益の８百万

円、退職給付に係る調整累計額の５百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の58.0％から56.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2027年３月期の通期の業績予想につきましては、本日（2026年11月13日）公表の「2027年３月期第２四半期（中

間期）連結業績予想値と実績値との差異及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,484 14,589

受取手形 439 94

売掛金 9,519 7,949

電子記録債権 2,661 2,232

商品及び製品 3,300 2,589

仕掛品 9,295 10,911

原材料及び貯蔵品 1,404 1,776

為替予約 8 -

その他 813 732

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 38,927 40,874

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,715 9,104

機械装置及び運搬具（純額） 1,479 1,512

工具、器具及び備品（純額） 651 678

土地 4,781 4,990

リース資産（純額） 4 4

使用権資産（純額） 98 98

建設仮勘定 376 108

有形固定資産合計 16,107 16,496

無形固定資産

のれん 180 159

その他 910 845

無形固定資産合計 1,090 1,005

投資その他の資産

投資有価証券 6,894 7,414

出資金 107 107

長期貸付金 10 20

繰延税金資産 354 351

その他 1,080 984

貸倒引当金 △128 △128

投資その他の資産合計 8,317 8,748

固定資産合計 25,515 26,250

資産合計 64,443 67,125

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,221 3,277

電子記録債務 1,025 855

ファクタリング未払金 2,074 1,849

短期借入金 3,734 4,002

未払法人税等 994 731

未払金 1,045 627

前受金 17 17

契約負債 6,311 9,308

賞与引当金 800 668

役員賞与引当金 143 80

受注損失引当金 167 179

関係会社整理損失引当金 402 247

その他 669 865

流動負債合計 20,609 22,711

固定負債

長期借入金 4,270 4,011

繰延税金負債 60 276

役員退職慰労引当金 164 111

退職給付に係る負債 1,546 1,605

その他 381 373

固定負債合計 6,424 6,377

負債合計 27,033 29,088

純資産の部

株主資本

資本金 9,197 9,197

資本剰余金 7,820 7,840

利益剰余金 15,875 16,004

自己株式 △645 △621

株主資本合計 32,248 32,420

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,601 3,993

為替換算調整勘定 1,159 1,231

繰延ヘッジ損益 5 △2

退職給付に係る調整累計額 383 378

その他の包括利益累計額合計 5,150 5,601

非支配株主持分 10 14

純資産合計 37,409 38,036

負債純資産合計 64,443 67,125
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 21,116 25,759

売上原価 14,573 18,077

売上総利益 6,543 7,682

販売費及び一般管理費 5,774 6,228

営業利益 768 1,453

営業外収益

受取利息 11 16

受取配当金 138 159

為替差益 44 5

その他 51 80

営業外収益合計 245 262

営業外費用

支払利息 64 65

損害賠償金 18 2

固定資産処分損 15 4

その他 5 7

営業外費用合計 104 79

経常利益 910 1,636

特別利益

投資有価証券売却益 39 -

固定資産売却益 1 0

関係会社清算益 - 60

特別利益合計 41 61

特別損失

投資有価証券売却損 - 22

特別損失合計 - 22

税金等調整前中間純利益 951 1,675

法人税、住民税及び事業税 266 612

法人税等調整額 △9 48

法人税等合計 256 660

中間純利益 694 1,014

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△0 0

親会社株主に帰属する中間純利益 694 1,014

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 694 1,014

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,180 392

為替換算調整勘定 △339 132

繰延ヘッジ損益 22 △8

退職給付に係る調整額 7 △5

その他の包括利益合計 870 511

中間包括利益 1,564 1,526

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,547 1,525

非支配株主に係る中間包括利益 17 0

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
アスファルト

プラント
関連事業

コンクリート
プラント
関連事業

環境及び
搬送

関連事業

破砕機
関連事業

製造請負
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,793 7,090 1,752 553 1,714 18,903 2,212 21,116
セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - 10 - - 10 45 55

計 7,793 7,090 1,763 553 1,714 18,914 2,257 21,172

セグメント利益又は損

失（△）
90 953 322 △55 251 1,563 141 1,705

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,563

「その他」の区分の利益 141

全社費用（注） △936

中間連結損益計算書の営業利益 768

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
アスファルト

プラント
関連事業

コンクリート
プラント
関連事業

環境及び
搬送

関連事業

破砕機
関連事業

製造請負
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,222 9,024 2,116 912 1,728 23,004 2,754 25,759
セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - 2 - - 2 72 74

計 9,222 9,024 2,118 912 1,728 23,006 2,827 25,834

セグメント利益 112 1,435 540 17 329 2,434 202 2,637

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,434

「その他」の区分の利益 202

全社費用（注） △1,183

中間連結損益計算書の営業利益 1,453

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仮設機材事業、土農工具事業

　　　及び水門事業等を含んでおります。

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社の企画・管理等の部門に係る費用であります。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仮設機材事業、土農工具事業

　　　及び水門事業等を含んでおります。

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社の企画・管理等の部門に係る費用であります。
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